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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
清
々
し
い

新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
皆
様
の
ご

理
解
ご
支
援
に
よ
り
議
会

活
動
・
議
員
活
動
に
精
励

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
に
入
り
、

国
の
内
外
共
に
大
き
な
変

革
の
時
期
に
遭
遇
し
て
い

ま
す
。
喬
木
村
で
も
高
速

交
通
網
・
人
口
減
少
時
代

の
到
来
を
受
け
、
村
勢
の

発
展
に
向
け
て
議
会
に
も

議
員
各
位
に
も
自
己
決

定
・
自
己
責
任
が
求
め
ら

れ
る
な
ど
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な

環
境
に
日
々
直
面
し
、
ま

さ
に
、
議
会
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
る
時
代
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
人
に
も
十
分
魅
力
あ

る
、
活
力
溢
れ
た
喬
木
村

を
実
現
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
肝
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
定
住
・
移
住
推

進
、
防
災
・
減
災
対
策
な

ど
の
課
題
を
重
点
的
に
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
度
村
外
に

出
ら
れ
た
皆
さ
ん
や
移
住

を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
が

喬
木
村
に
住
み
生
活
す
る

た
め
に
は
、
働
き
口
や
農

地
の
確
保
、
住
宅
地
の
用

議　

長　
 　

下　

岡　

幸　

文

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

意
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の

台
風　

号
や
昨
今
の
異
常

１９

気
象
に
よ
る
被
災
、
将
来

必
ず
起
こ
る
東
海
・
東
南

海
地
震
な
ど
を
想
定
し
、

常
に
対
応
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

も
議
員
全
員
で
改
善
策
を

出
し
合
い
前
進
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
の
任
期
は

あ
と
１
年
半
で
す
。
課
題

を
先
送
り
せ
ず
、
常
に
全

力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　

皆
様
に
は
議
会
に
対
し

て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年　

第
４
回
定
例
会

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
、　

月
４
日
に
開
会
し
、
条
例
の
制
定
、
条
例
の
一
部
改

１２

正
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
全　

議
案
を
審
議
し　

月　

日
に
閉
会
し
た
。

１２

１２

１８

議　決　結　果
今定例会より、各議員の賛否を明確にするために起立採決を採用した。

◎は全会一致、　○は賛成多数、　△は継続審査、　×は否決

審議結果件　　　名

◎

議案第４５号　※本会議即決

職員の分限に関する条例及び一般職の職員の給与
に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て。
改正地方公務員法の規定内容に合わせる。

◎

議案第４６号　※本会議即決

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について。
人事院勧告を踏まえ一般職の俸給月額・手当の改
定。

◎

議案第４７号　※本会議即決

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について。
一般職職員の給与改定に伴う特別職の特別給改定。

◎

議案第４８号　※本会議即決

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について。
特別職の特別給改定に準じ議会議員の特別給改定。

◎

議案第４９号　付託：総務産業建設常任委員会

喬木村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の制定について。
会計年度任用職員の制度の明確化と給付の規定。

審議結果件　　　名

◎

議案第５０号　付託：総務産業建設常任委員会

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定。
既定条例における会計年度任用職員の規定の整備。

◎

議案第５１号　付託：総務産業建設常任委員会

喬木村水道事業給水条例の一部を改正する条例の
制定について。
上位法（水道法）の改正に伴う更新手数料の追記。

◎
議案第５２号　付託：予算決算常任委員会

令和元年度 喬木村一般会計補正予算（第４号）

◎
議案第５３号　付託：予算決算常任委員会

令和元年度 喬木村国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）

◎
議案第５４号　付託：予算決算常任委員会

令和元年度 喬木村介護保険特別会計補正予算（第
３号）

◎
議案第５５号　付託：予算決算常任委員会

令和元年度 喬木村水道事業会計補正予算（第２号）

◎
議案第５６号　付託：予算決算常任委員会

令和元年度喬木村下水道事業会計補正予算（第２号）
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Ｑ　運用にあたり、給与の減額などの影響が発
生することはないのか 。賞与を支払うため
に月給が下がることはないのか。

Ａ　基本的には、同じ額をということになるが、
現行でも期末手当相当額の支払がなされて
おり、現行が３.０ヶ月相当額に対し、国の基
準が２.６ヶ月となるので、差額の０.４ヶ月相当
額が月給に割り当てられることになるので、
むしろ月給が上がることが想定される。

総務産業建設常任委員会 委員長　下　平　　　貢
　本定例会で委員会に付託されました案件は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行
に伴う会計年度任用職員制度の創設に関連した議案２件、水道法の改正による条例改正が１件です。
主な質疑の一部を掲載します。

会計年度任用職員制度とは
　令和２年４月より施行。現行の嘱託職員、臨
時職員について会計年度任用職員と名称を統一し、
適正な任用・勤務条件を確保する為に定められ
た制度。

Ｑ　保育士の確保は問題ないのか。
Ａ　保育士不足は地域全体の課題。近隣市町村と
の均衡をはかりながら対応していく。担任
を持つようなポジションはフルタイム任用
とする見解だが、本村の場合、今のところ
一般職において充足している。今後不足が
生じる事態になれば対応が必要。

社会文教委員会報告 委員長　中　森　高　茂
　第４回定例会において社会文教委員会へ付託された議案はなく、閉会中の継続審査を審議し委員会を閉
じ、保育園視察に関する報告会及び意見交換会を行いました。
　１１月２１日に、立川市のふじ幼稚園及びふじ赤とんぼ保育園の視察研修に有志議員で行ってまいりました。
中原への新保育園の建設が進む中で、議会議員一人一人が多くの知識を習得するための委員会を開催しま
した。社会文教委員会では特に保育・教育の在り方を教育委員会・保育園保育士・関係各位の皆様と共に
今後も学習し提案して参ります。また、将
来の喬木村を担う宝物でもある園児の保育
の在り方についても意見交換を行いました。
　委員会の傍聴には、各区会の区長様方に
お越しいただきありがとうございました。
今後多くの皆様のご意見や要望をお寄せい
ただき参考にしてまいりたいと思います。
　新保育園に求められている最大の課題は
「安心安全」です。園児が元気よく駆け回
り、万一の災害震災等にも命を守る環境作
りが第一です。
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Ｑ　感染症（風しん）予防事業の
進捗状況は？少ないのでは？
Ａ　クーポン券を300名ほどに
発送し83名（26％）の方が受診し
た。当初で110名分を盛ってい
る。今後も啓発し周知していく。

予算決算常任委員会 
令和元年度　一般会計補正予算

　12月11日、19時より予算決算常任
委員会を開催し、令和元年度各会計補
正予算の審議を行った。主な内容と質
疑は下記の通り。

・歳入歳出予算にそれぞれ、32,147千円を追加
　（主な歳出内容）
人件費：人事院勧告による議会議員、常勤特別職及び職員
　　　　の報酬・給料・手当等の計上　　　　　   2,956千円
総務費：台風19号災害義援金                                1,000千円
民生費：福祉医療費の件数増による不足見込み分       5,700千円
農林水産業費：土地改良適正化事業による水路改修2,920千円 

（土地改良施設維持管理適正化交付金2,610千円）
農林水産業費：里山整備事業を活用した危険木伐採 6,000千円

（里山整備補助金3,000千円）

令和元年度　国民健康保険特別会計補正予算
・歳入歳出予算、563,371千円に増減なし。
　（主な歳出内容）
総務費：国保連システム改修費等　　　　　　　　　  35千円
予備費：       　　　　　　　　　　　　　　　　　 △35千円

令和元年度　介護保険特別会計補正予算
・歳入歳出予算にそれぞれ、38千円を追加
　（主な歳出内容）
人件費：人事院勧告による職員の給与費等を計上        83千円
予備費：                                                                 △45千円

令和元年度　水道事業会計補正予算
（主な歳出内容）
建設改良費 ： 堰下地区村道改良に合わせた上水道配水管 
　　　　　　埋設工事　　　　　　　　　　80,000千円

令和元年度　下水道事業会計補正予算
（主な歳出内容）
建設改良費：堰下地区の村道改良に合わせた下水道管埋
　　　　　　設工事 　　　　　　　　　　31,500千円
　　　　　：富田処理場の機能強化工事　　31,000千円

主な質疑の内容

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
全員協議全員協議会会堰下ガイドウェイヤード付帯工事

村道道路改良設計が示される
村道202号線、502号線、587号線

202号線、502号線について316mの改良工事。

県道251号線

県道右折レーンのための改良240m

車道6ｍ、両側に2.5ｍの
歩道、全幅で12ｍの道
路改良（竜東一貫道路の
阿島町、北地籍と同程度）

587号線156m（歩道取り付けは片側のみ）

4回の検討委員会を経て、2月の
広域連合議会にて方向が決まる
見込み

南信州広域連合より

出されている意見として
・プロスポーツが呼べる施設
・5000人規模の収容可能な施設
・立地としてはリニア駅近く

本当に必要な施設か？

民営でないと厳しい。そうなれ
ば企業募集が必要。

今後、村との関わり方に注視

大
型
施
設
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
向
け
た
検
討
会
も
大
詰

委員長　佐 藤 文 彦

Ｑ　里山整備関連事業の危険木
伐採の予算は今年度の分か？
Ａ　毎年度、令和4年度までの
継続事業で、今回の補正は今年
度実施分となる。

Ｑ　神 奈 川 県で
ハードディスクの
流失問題が発生し
ている。村の管理
体制は？
Ａ　過去3年間に
ついて調査をし確認
した。今後は総務
省より廃棄には職員
が立合うよう通知が
あった為、検討し
対応していく。
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　令和元年度の議会報告会、地区懇談会が10月7日から、11
月12日まで8区の会場にて開催され、全体で207名のご出席
を頂きました。テーマは①議員定数について②議員報酬につ
いて③10年後を見据えた地域づくりについて行いました。

◇議員定数について
出された主なご意見は
・合併問題の時に6名減らした。これ以上定数を下げ
ることは、議会運営の面からも、住民の意見を聞く
機能としても難しいと考える。近隣市町村と比較し
ても、現状維持で良いのではと思う。
・定数12名だが、10名でいいと思う。住民の意見を
吸い上げるのは、区長や自治会長（地区長）がして
くれる。議員はそこまでやっていない。
・村全体を見るにはある程度の人数は必要である。専
門性も必要。増やしても候補者が出るか疑問。

地区懇談会より

◇10年後を見据えた地域
　づくり
出された主なご意見は
・高齢化になりすぎて、いろいろな事
業や活動が衰退してきている。

・高齢化時代に入り車に乗れない人が
多くなっている。山間地の足をどう
考えていくのか。病院や買い物弱者
が増えている。

・統合保育園ができ、10年後に向け様々
な整備も行われると思うが、やはり
道路網の整備が課題。

・伝統芸能の祭り、消防団などに人口
減少で役員のなり手不足になってき
て将来不安である。

　この他、多くのご意見を頂くことが
出来ました。議会として、調査・研究
を重ね、村政運営につなげて参ります。
ご協力ありがとうございました。

◇議員報酬について
出された主なご意見は
・報酬は安いと思う。この額では若い人でやりたいと
いう人がでてこない。
・報酬だけを見ても、議員に魅力がないという人もいる。
・具体的な数字が出てきたのでわかったが、報酬アッ
プしても良い。
・議員のスタンスで、兼業・片手間でやるのであれば
今の報酬で良い。
・区や自治会は奉仕の精神。議員は立候補して出てい
るため、その点をわきまえることが重要。次の選挙
を見据えてという事なら、報酬で釣るより議員の仕
事をアピールするべき。

　皆様のご意見をもとに報酬審議会
の開催を提言しました。

　今回の報告会はワールドカフェ方
式を採用。これにより出席者全員か
らご意見を頂くことができました。

議会として皆様の意見を集約し、12名を選択しました。

地区懇談会グループ討議の様子

地区懇談会全体会の様子
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　11月6日・7日の二日間、当議会は、村と合同で、省庁・国会議員を
訪問し、以下の要望活動を行った。
  一日目
　国土交通省赤羽大臣宛てに「三遠南信自動車道の建設促進及び
地方道の更なる整備拡充・強化を求める要望書」の提出。
　財務省麻生大臣宛に「三遠南信自動車道の建設促進及び道路整
備予算の拡充並びに道路整備事業に係る財源確保を求める要望書」
の提出。

  二日目
　農林水産省生産局より講師をお迎えし、「スマート農業導入」
に関する勉強会を行った。イチゴ栽培を例に四季成り性品種の
夏秋どり栽培技術他の講義を聴き、その後意見交換を行った。
農水省とは、はじめての懇談であり、ここで得た成果は、今後に
繋げていきたい。
　最後に、山本有二衆院議員、宮本周司経済産業省大臣政務
官を表敬し、日程を終えた。

議会活動報告
国への要望活動

宮下内閣府副大臣への要望活動

　喬木村と喬木村議会は、12月16日県議会清沢県議会議長及び
県長谷川建設部長宛てに提言活動を行った。内容は以下の通り。
県議会・県
１．リニア中央新幹線事業に関連し、阿島橋の新規架橋の早期
　　着工
１．小川から下氏乗間のバイパス道路の整備促進
１．小川渡橋を早期に架け替えること
１．飯田上久堅・喬木富田インターチェンジから、富田バイパスの間の早期道路改良道路整備、橋の架け替
えなど長期にわたる要望が必要であり、今後も続けていきたい。

県への要望活動

県建設部長への提言活動

UIJターン推進について
　需要が高まっている宅地造成を実施していく。北の
村営住宅でリニア関連により1棟除却。代替えとして1
棟の建設を計画。宅地開発の促進を目的に、下段地域
の地区内道路の新設改良について今年度より地元の皆
さんと検討を始めている。

高齢者の安全運転対策
　高齢者の悲惨な事故が危惧されるが、当村の実態か
ら、免許返納だけ強いることは現実的に厳しい。国、
県において対策（新しい免許制度の創設・安全装置装
着車の購入等への補助金）が検討されており、それら
の状況を考慮して、当村の支援施策を検討していく。

村長提言に対する回答

埼玉県伊奈町議会R1.7.18
群馬県南牧村議会R1.7.30
岡山県奈義町議会R1.10.3
長野県小布施町議会R1.10.11
神奈川県山北町議会R1.10.16
大阪府忠岡町議会有志議員団R1.10.24
宮崎県西米良村議会R1.11.12
石川県中能登町議会R1.11.26

農水省職員を講師に迎えて勉強会

村民バスの運営
　令和2年度より大島線の車両の小型化。中
段地域の運行について、小川上平地区と富
田地区にて実証運行を行う。令和2年度6月
から半年間。運行実績にて検討する。

議会視察受け入れ
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下　平　　　貢　議員

村
の
農
地
再
生
を
鑑
み
る
と
、

伊
久
間
原
の
再
生
が
一
つ
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
が
ど
の
様

に
考
え
る
か
。

広
大
な
伊
久
間
原
に
お
い
て
、

農
水
省
で
示
さ
れ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
農
業
の
展
開
と
い
っ
た
夢
を

描
く
可
能
性
も
あ
る
。
現
状
で
は
、

地
権
者
や
土
地
改
良
区
の
皆
さ
ん
の

土
地
に
対
す
る
思
い
が
強
い
と
思
う

の
で
、
今
後
こ
の
地
域
は
こ
う
し
て

い
く
ん
だ
と
い
う
構
想
を
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
喬
木
村
農

業
の
新
し
い
展
開
に
期
待
が
も
て

る
。

■
災
害
時
の
井
戸
の
使
用
協
定
と
、

電
力
確
保
の
た
め
の
蓄
電
池
、
発
電

機
の
整
備
は
。

農業振興施策について
～今後の土地利用構想は～

櫻　井　　登　議員

公
用
車
の
使
用
及
び
管
理
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。ま
た
、

安
全
運
転
管
理
は
徹
底
し
て
い
る
か
。

車
両
管
理
規
程
に
基
づ
き「
車

両
使
用
兼
点
検
簿
」を
備
付
、記

帳
し
週
１
回
の
日
常
点
検
は
職
員
２

人
１
組
で
行
い
、運
行
前
・
後
の
点
検

を　

項
目
に
つ
き
実
施
し
て
い
る
。道

１５
交
法
施
行
規
則
に
則
り
、安
全
運
転

管
理
者
正
・
副
各
１
名
を
選
任
し
毎

年
、安
全
運
転
管
理
者
講
習
を
受
講
。

車
両
管
理
と
事
故
防
止
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
る
。

注
釈　
規
程
と
は
、複
数
の
規
定
を
ま

と
め
た
も
の
を
意
味
す
る
。

公用車の管理は適切か
安全運転管理は

中　森　高　茂　議員

喬
木
村
総
合
文
化
祭
な
ど
村
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
新
た
な
移

送
支
援
は
。

総
合
文
化
祭
で
の
会
場
間
巡
回

車
両
の
運
行
は
浸
透
が
進
み
、利

用
者
が
増
加
し
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

交
通
手
段
が
無
く
参
加
出
来
な
い
事

は
解
消
し
た
い
。移
送
支
援
の
タ
ク

シ
ー
券
や
、た
か
ぎ
レ
ン
ジ
ャ
ー
制
度
を

利
用
し
て
頂
く
と
と
も
に
、各
自
治
会

の
要
望
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の

送
迎
も
検
討
し
た
い
。

■
新
た
な
移
動
手
段
の
取
り
組
み

は
。

少子高齢化の進む中での
移送支援の在り方について

小　池　　　豊　議員

浸
水
想
定
区
域
が
天
竜
川
沿
岸

に
は
、
3
か
所
あ
る
。
い
ざ
と

い
う
時
の
対
応
は
。

今
住
ん
で
い
る
場
所
に
つ
い

て
、
浸
水
等
の
危
険
は
ど
う
か

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
昨
年
度
と
今
年
度
の
2
年
に
わ

た
り
行
っ
た
地
区
別
防
災
研
修
の
お

り
に
は
、
避
難
情
報
の
段
階
と
防
災

マ
ッ
プ
の
見
方
に
つ
い
て
説
明
し

た
。「
自
分
の
命
、
家
族
は
自
分
が

守
る
」
と
い
う
意
識
が
一
番
重
要
と

考
え
る
。

■
太
陽
光
発
電
設
置
の
推
奨
と
補
助

対
応
は
。

台風１９号の被害と今後の
防災対応について

後　藤　澄　壽　議員

中
学
校
の
青
風
祭
で
、
１
学
年

よ
り
喬
木
村
の
福
祉
に
つ
い
て

提
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
村

の
考
え
は
。

　

大
人
が
考
え
る
と
難
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
子
ど
も

た
ち
の
真
摯
な
思
い
、
未
来
に
対
し

て
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

は
、
何
ら
か
の
形
で
思
い
を
遂
げ
さ

せ
て
あ
げ
た
い
。
こ
ん
な
村
づ
く
り

が
で
き
た
ら
い
い
ね
、
と
い
う
思
い

を
達
成
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
し
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。

■
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
導

入
に
あ
た
っ
て
。

子どもたちの村への関心を
高めるには

束　原　靖　雄　議員

天
竜
川
が
越
水
、小
川
川
が
氾
濫

す
れ
ば
伊
久
間
団
地
は
３
ｍ
の

浸
水
に
な
る
。大
規
模
災
害
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
計
画
は
。

各
戸
に
配
布
し
た
防
災
マ
ッ
プ

は
１
０
０
年
に
１
回
の
確
率
の

浸
水
想
定
区
域
が
表
示
さ
れ
て
、
防

災
研
究
会
で
周
知
さ
れ
て
い
る
。
１

０
０
０
年
に
１
回
の
確
率
で
は　

時
４８

間
に
総
雨
量
が
６
０
５
ミ
リ
の
降
雨

を
想
定
し
て
、
大
規
模
な
洪
水
・
浸
水

が
想
定
さ
れ
た
場
合
は
中
央
社
会
体

育
館
・
第
一
小
学
校
へ
の
避
難
を
想

定
し
て
い
る
。

■
介
護
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

方
々
の
避
難
道
、
避
難
場
所
は
ど
こ

に
な
る
か
。

台風１９号が伊那谷を通過した時
喬木村の堤防は安全であるか
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後　藤　章　人　議員

「材料支給」の、高齢化に
よる今後の課題

佐　藤　文　彦　議員

社
会
情
勢
、財
政
状
況
を
鑑
み
、

前
期
計
画
の
後
半
に
向
け
た
村

と
し
て
の
方
針
は
？　

来
年
度
の
予

算
編
成
の
重
点
項
目
は
？

選
ば
れ
る
村
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

い
う
想
い
で
仕
事
し
て
き
た
。こ

れ
ま
で
の
積
み
残
し
や
諸
課
題
を
整

理
し
、
持
続
可
能
な
社
会
構
築
に
向

け
後
期
計
画
を
練
る
。来
年
度
重
点

項
目
は
、
堰
下
Ｇ
Ｗ
周
辺
道
路
整

備
、
伊
久
間
工
業
団
地
の
整
備
、
統

合
保
育
園
の
建
設
準
備
。非
常
に
大

き
な
予
算
が
必
要
。厳
し
い
財
政
状

況
だ
が
し
っ
か
り
考
え
る
。

■
伊
久
間
樋
門
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
設

置
■
下
水
処
理
施
設
の
浸
水
対
策
■

災
害
時
応
援
協
定
の
見
直
し
■
災
害

廃
棄
物
へ
の
対
応
■
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
入
れ
体
制

第5次総合計画、前半の総括
に基づく今後の方針について

特
に
高
齢
化
率
の
高
い
地
区
に

対
し
、「
特
例
」
的
な
措
置
は
で

き
な
い
も
の
か
。

仮
に
自
分
た
ち
で
で
き
な
く

て
、
原
材
料
支
給
を
受
け
て
、

業
者
に
施
工
を
任
せ
る
と
、
支
払
い

負
担
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
が
課
題

と
な
る
。
人
口
構
造
の
問
題
な
ど
も

考
慮
し
、
良
い
制
度
の
検
討
が
必
要

と
思
う
が
、
八
条
は
利
便
性
の
高
い

制
度
と
思
っ
て
い
る
。

議会モニター議会モニター

本
会
議
一
般
質
問
を
傍
聴
し
て

感
じ
た
こ
と　

匿　
　

名

　

村
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
、「
村
政
運
営
は
如
何
な
の
か
」「
政
策
、

対
策
は
如
何
な
の
か
」
と
住
民
目
線
に
立
っ
た
様
々
な
テ
ー
マ
で
、
行

政
側
と
議
会
側
が
知
恵
を
出
し
合
い
議
論
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
傍
聴

し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
の
質
問
は
、
論
点
を
明
確
に
、
印
象
で
は
な
く
自
ら
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
や
経
験
か
ら
調
査
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
下

調
べ
を
し
っ
か
り
し
て
、
持
ち
時
間
の　

分
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

４０

工
夫
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
局
の
答
弁
に
対
す
る
再
質

問
も
方
向
性
を
明
確
に
し
て
筋
を
逸
れ
な
い
よ
う
、
首
長
に
政
治
姿
勢

を
問
う
場
面
も
あ
り
、
今
後
の
村
政
運
営
の
方
針
や
考
え
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
期
待
以
上
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
と
感
じ
る
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
最
初
か
ら
最
後
ま

で
事
務
方
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
課
長
が
答
弁
に
立
つ
姿
で
す
。
一
般
質
問
の
内
容
に
も
よ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
議
会
と
し
て
如
何
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
て
も
そ
の
よ
う

な
質
問
が
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、別
の
機
会
で
十
分
に
行
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
会
議
一
般
質
問
の
場
は
、
村
民
の
生
活
に
直
結
し
た
問
題
が
議
論
さ
れ
る
場
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
な
り
の
解
釈
で
す
が
、
本
会
議
一
般
質
問
は
、
議
員
と
し
て
の
公
約
を
村
政
に
反
映

さ
せ
る
重
要
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
公
約
に
掲
げ
た
事
項
を
行
政
側
に
政
策
提
言
で
き
る

唯
一
の
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
会
議
一
般
質
問
の
場
が
、
議
員
に
と
っ
て
政
策
論
議
を
行
え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の

場
と
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
村
民
は
、
行
政
の
重
点
政
策
に
対
し
て
、「
そ
の
事
業

の
変
更
に
迫
る
よ
う
な
」
政
策
論
議
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◯
一
般
質
問
の
答
弁
は

一
つ
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
二
つ
目

以
降
で
お
聞
き
に
な

り
た
い
方
は
各
議
員

の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
で
き

ま
す
。

◯
一
般
質
問
に
対
す
る

ご
意
見
ご
感
想
な
ど

に
対
し
、
当
日
一
般

質
問
終
了
後
に
、
各

議
員
が
対
応
い
た
し

ま
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

昼神二三男議員

下岡　幸文議員

福澤眞理子議員

木下　温司議員

議会に対する
意見要望は
こちらへ
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～「夢」を追って、さらに前進。～
　

木下　温司 
　小学校から高校まで放送部、

放送局の仕事に憧れ夢を追い続

ける中、昭和50年代、高度経済

成長の波に乗って、県内の民放局SBC１局か

ら、長野放送、テレビ信州、長野朝日放送が

次々と開局。開局に伴い、広告代理店が県内に

も設立されるようになりました。勤務時代は

SBCラジオの企画、制作,テレビCM、信毎の広

告制作、企業のCI、イベント企画など、電波、

活字媒体の全てを手掛け、県内外の媒体とも関

わってきました。最後は、飯田FM放送の開局

に携わり、その後、村のクリンネットでの勤務

と、夢の実現に繋がりました。広告代理店の仕

事は企画提案をし、無から有へ繋げる仕事で

す。常にアンテナを高くし情報の収集と、全方

向での提案が必要。その経験を生かし、議会で

も、議会報告の一つであるシンポジュウム、パ

ネルディスカッションなど、住民との対話を生

かせる、広報広聴の新しい取り組みに、力を注

いで行きたいと思っています。

～地域に根ざして～
　

小池　　豊 
　富田で生まれ７０年が経過、古

希を迎えました。議員では二期

目になります。

地元では、祭り囃子保存会員として２０歳頃よ

り頑張っています。将来にお囃子を繋げるた

め、子供囃子の練習に月２回参加しています。

　第二小学校では、田植えから脱穀、モミスリ

まで、お米作りのお手伝いをしています。保育

園でも子供達と接する機会があり、子供達の素

直な眼差しと気さくなやり取りに、心和まされ

ています。地区でのカラオケクラブには必ず

出席楽しんでいます。お酒を飲みながら、話が

弾み1～２曲歌うと時間です。家では、水田

４０aと、畑ではスモモと枝豆の栽培、自家用野

菜２０種類くらいを作っています。農作物は手

をかければ、それだけの見返りがあり生甲斐で

す。地域、村のため、少しでも役に立てればと

思いつつ、日を送っています。

～生きるということ～
　

福澤眞理子 
　父は誰かの助けがなければ寝

たきりです。食事は、胃ろうに

よる栄養です。私たち姉妹は、

胃ろうを造ることに迷うことはありませんで

した。父に生きてほしかったからです。車椅

子で、名古屋の孫娘の結婚式に出席しました。

長く総代を務めた地元のお祭りに参加もしま

した。会話はできなくても、なじみの声には反

応して、涙を流したり、冗談や失敗話には、

ふっと笑うような表情をします。孫やひ孫も、

寝ているおじいちゃんの周りでおしゃべりし

ています。父は祖母が亡くなってから『親とい

うものは、どんな状態でいても、生きていてほ

しいものだ』と話していました。父はどう生き

たかったのだろうか。生きてほしいという私

たちの想いを、父がどう思っているかは、分か

りません。私たちは父と一緒に今を生きてい

ます。どう生きて、どう最期を迎えるか。私は

どうするだろう。

～走・攻・守（想・好・酒）～
　

中森　高茂 
　昔、私の特技は何かと質問さ

れ家族に問いかけると、即座に

「無芸大食」と答えが返りまし

た。若い頃は人一倍食べるのに太らない体質

でしたが、たばこをやめた３３歳頃は１２㎏太り

ました。

　野球が好きで早起き野球（喬木・飯田）・ヤ

ングソフト・夜間ソフトは殆ど休む事なく参加

して来ました。以前は走攻守とある程度自信

がありましたが、今では走れない、打てない、

守れない、の三拍子が揃い、監督業が主になり

慰労会での活躍のみとなりました。小学生の

頃多動児で、（今でも時々傾向が見られますが）

廊下にバケツを持って立たされた事で足腰が

鍛えられ、先生の投げるチョークをよける事で

動体視力が養われたと分析しています。食べ

物は好き嫌いが無く、春菊が大好きな事は鍋を

共にした多くの皆さんに浸透しています。

　皆様の健康寿命をさらに伸ばせるように、笑

顔をモットーに取り組んで参ります。

議員の人となりなどを議員自らが紹介します。議 員 紹 介議 員 紹 介
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
台
風　

号
に
よ
り

１９

長
野
県
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
村
か
ら
も
災
害
義
援

金
と
し
て
１
０
０
万
円
寄
付

さ
れ
る
。
一
日
も
早
く
復
旧

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

こ
の
災
害
を
受
け
、　

月
１２

６
日
の
県
本
会
議
に
お
い
て

「
気
候
非
常
事
態
に
関
す
る

決
議
」
を
受
け
、
阿
部
知
事

が
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣

言
し
、
こ
の
中
で
「
２
０
５

０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
」
と
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、

こ
の
取
り
組
み
に
よ
る
経
済

活
動
、
生
活
環
境
へ
の
影
響

に
、
議
会
と
し
て
も
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

（
束
原
靖
雄
）

編
集
委
員
会

委

員

長　

福
澤
眞
理
子

副
委
員
長　

束
原　

靖
雄

委　
　

員　

中
森　

高
茂

委　
　

員　

下
平　
　

貢

委　
　

員　

佐
藤　

文
彦

　

喬
木
村
消
防
団
女
性
班
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

喬
木
村
消
防
団　

女
性
班　

班
長　

佐
々
木　

宏　

美　

　

女
性
班
は
現
在　

名
で
、

１１

消
防
知
識
の
習
得
を
目
的
と

し
た
各
種
訓
練
へ
の
参
加
、

救
護
訓
練
、消
防
団
広
報
の

３
つ
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。消
防
団
と
い
う
と
訓

練
や
火
事
場
へ
の
出
動
な
ど
、

男
性
が
活
躍
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、実

際
に
女
性
班
が
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
、少
し
だ

け
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

活
動
①
救
護
訓
練

　

女
性
班
で
は
、災
害
時
・
緊

急
時
に
備
え
て
日
頃
か
ら
救

護
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。防

災
訓
練
等
で
各
地
区
に
出
向

い
て
救
護
訓
練
の
指
導
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、負

傷
者
の
手
当
て
等
、い
ざ
と

い
う
時
に
役
立
つ
知
識
や
技

術
が
身
に
着
く
の
も
消
防
団

活
動
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

活
動
②
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ

　

消
防
団
の
活
動
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、団

員
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、

最
近
は
広
報
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

日
ご
ろ
の
訓
練
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
も
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
女
性
班
で
す
が
、ま

だ
ま
だ
活
動
の
認
知
度
は
低

く
、残
念
な
が
ら
団
員
の
新
規

加
入
に
繋
が
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。ぜ
ひ
、女
性
班

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。随
時
、一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
団

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、冬

は
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
の
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

す
。特
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

ど
引
火
し
や
す
い
暖
房
器
具

の
使
用
や
焚
き
火
等
に
は
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。火
元

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
、引
き
続
き
火
災

予
防
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
日

　

議
会
日
誌誌

蛎

各

劃

廓

鈎鈎

鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

表
紙
写
真
の
説
明

　

今
年
の
無
病
息
災
を
願
い
、
各
地
で
恒
例

の
「
ほ
ん
や
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年

　

月
１０４

日　

全
員
協
議
会

７
日
～　

月　

日　

地
区
懇
談
会
（
８
地
区
）

１１

１２

　

日　

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
南
信
州

３０
　

日　

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

３１
　

月
１１６

～
７
日　

省
庁
提
言
活
動

　

日　

全
員
協
議
会

１２
　

日　

東
海
地
区
ふ
る
さ
と
会

２３
　

月
１２２

日
～　

日　

第
４
回
定
例
会

１８

今
後
の
予
定

令
和
２
年

１
月

９
日　

全
員
協
議
会

　

日　

消
防
団
出
初
式

１２
　

日　

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

２３
　

日　

町
村
議
会
運
営
研
修
会

２９２
月

４
日
～
５
日　

委
員
会
視
察

６
日　

飯
島
町
議
会
と
の
交
流
研
修
会

　

日　

全
員
協
議
会

１０３
月

３
日
（
火
）
第
一
回
定
例
会
（
開
会
）
９
時
（
案
）

　

日
（
火
）
予
算
決
算
委
員
会　

時
（
案
）

１０

１９

　

日
（
水
）
予
算
決
算
委
員
会
９
時
（
案
）

１１
　

日
（
金
）
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会　

時　

分
（
案
）

１３

１６

３０

　

日
（
金
）
社
会
文
教
常
任
委
員
会　

時
（
案
）

１３

１９

　

日
（
日
）
定
例
会
一
般
質
問
９
時
（
案
）

１５
　

日
（
火
）
予
算
決
算
委
員
会
予
備
日　

時
（
案
）

１７

１３

　

日
（
水
）
第
一
回
定
例
会
閉
会　

時
（
案
）

１８

１３

　

日
（
水
）
議
員
全
員
協
議
会
（
案
）

１８

防災訓練（救護）

女性班旅行（鎌倉）




